
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 月 号 N o . 1 

令 和 ８ 年 ４ 月 ６ 日 

台東区立松葉小学校 

校  長   松尾  敦 

℡ ３８４１－２６２７ 

 

学校 だより 

松葉小 HP 

学校は楽しい 

校長 松尾 敦 
保護者の皆様、地域の皆様、日頃より本校の教育活動にご理解、ご協力をいただき誠にありがとうござい

ます。去る３月 24日、本校体育館にて第 122回卒業式を挙行し、無事に 33名の卒業生を送り出すことがで

きたことを報告いたします。よく晴れた穏やかな日でした。式辞では、「３人行えば必ず我が師あり」「他山

の石」という言葉を引用し、自ら進んで人から学ぼうとする姿勢をもち続けてほしいという内容のはなむけ

の言葉を贈りました。卒業生は一人一人、将来の夢や中学校生活について決意の言葉を述べて、立派に松葉

小学校を巣立っていきました。卒業生を送り出す立場の５年生（現６年生）は、卒業式の練習を数回繰り返

すうちに、在校生代表の自覚が育ちました。式当日は、次代を担う最高学年にふさわしい態度で臨むことが

できました。あまりに立派だったので「次（に松葉小の看板を背負うの）は、君たちだよ。」と声をかけま

した。 
 
正門を入ってすぐ目線を上げると松葉小の校章が燦然と輝いていますが、その裏側からスズメが出入りし

ています。今年も松葉小生まれの子スズメが巣立っていくかもしれません。校庭の桜はピークを過ぎてしま

いましたが、入学式を待って頑張って咲き残ってくれた花もいくらかあります。本日、本校は令和８年度の

始業式、入学式を挙行しました。保護者の皆様、お子様のご進級、ご入学おめでとうございます。入学式で

は 28名の新１年生を迎え、全校児童 231名でスタートしました。通常級は２年生が単級となり、１学級減

って全９学級、ひまわり学級は 13名の２学級です。日頃よりお伝えしておりますが、小規模であるところ

を強みと捉え、全教職員が一丸となって松葉の子供たちと関わり、こまやかに愛情を注いでいくことを目指

します。今年は「学校は楽しい」をキーワードに教育活動を展開していきます。どうぞよろしくお願いいた

します。 
 
昨年度より台東区教育委員会研究協力学校の指定を受けております。体育科授業の指導法について研究を

より一層深め、主体的に運動に取り組む児童の育成を図っているところです。令和９年１月 29日には、主

に台東区内の教育関係者を対象に研究発表会を開催し、２年間にわたる取組の成果を発表します。日にちは

前後しますが、令和８年 11月 20日には、第 56回全国小学校国語教育研究会東京大会会場校として、全国

の教育関係者を対象とした公開授業及び研究発表会を開催します。これらの取組を通して、本校児童の体力

及び学力向上に役立てていくよう全教職員で一致して進めてまいります。保護者の皆様、地域の皆様のご理

解とお力添えを賜りますようお願いいたします。 

＜今年度の重点目標 キーワードは「学校は楽しい」＞ 

○体力・学力向上を目指します。 

 ・台東区教育委員会研究協力学校として、体育科授業の指導法についての研究をより一層深め、研究発表会当

日には、松葉小児童が意欲的に運動に取り組んでいる様子を広く公開します。 

 ・毎年少しずつ改訂・改善している「松葉スタンダード」の活用、算数少人数習熟度別指導やさわやかタイム

（朝・昼）における学習の充実と、１人１台端末の活用による基礎・基本の確実な習得を目指します。 

 ・校内研究及び校内 OJT の定期的な実施、台東区教育研究会をはじめとした外部研究会への本校教員の派遣

などを通して、指導力向上を図ります。 

 ・第 56回全国小学校国語教育研究会東京大会会場校として、東京都の国語科教育を専門とする教員と本校教

員との連携による国語授業を一単元実施します。大会当日は、全国の国語科教育を専門とする教員を対象に

松葉小児童がよく学んでいる様子を公開します。本取組を通して、松葉小児童の国語力向上を図ります。 

○豊かな心の育成を図ります。 

 ・自他共に大切にすることを尊重し、いじめの予防、早期発見、家庭との共有、早期解決を徹底します。 

・生活のあらゆる場面で「すすんであいさつ」と「その場に応じた言葉遣い」を励行するとともに、児童会に

よる朝のあいさつ運動を実施します。 

○信頼される学校づくりを目指します。 

 ・「学校と家庭は子育てのパートナー」を合言葉に、相談や対応に努めます。 

・学校便りや学年だより、ホームページ等を活用し、積極的に保護者や地域の皆様に発信していきます。 

・保護者アンケート等を学校運営の改善に活用します。 


